
平成 29 年 6 月 30 日 
 

平成 29 年度国立研究開発法人日本医療研究開発機構調達等合理化計画 

 

 

「独立行政法人における調達等合理化の取組の推進について」（平成 27 年 5 月 25 日総務大

臣決定）に基づき、国立研究開発法人日本医療研究開発機構は、事務・事業の特性を踏まえ、Ｐ

ＤＣＡサイクルにより、公正性・透明性を確保しつつ、自律的かつ継続的に調達等の合理化に取

り組むため、平成 29 年度国立研究開発法人日本医療研究開発機構調達等合理化計画を定め

る。 

 

１．調達の現状と要因の分析 

（１） 国立研究開発法人日本医療研究開発機構における平成 28 年度の契約状況は、表１のと 

おりで、契約件数は 4,154 件、契約金額は 1,167 億円である。また、競争性のある契約は

3,336 件（80.3％）、1,151 億円（98.6％）、競争性のない契約は 818 件（19.7％）、16 億円

（1.4％）となっている。 

表１ 平成 28 年度の国立研究開発法人日本医療研究開発機構の調達全体像          （単位：件、億円） 

 
平成 27 年度 平成 28 年度 比較増△減 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 

競争入札等 
（ 1.8％） 

７７ 

（ 1.1％） 

１３ 

 （ 2.8％）

１１６ 

（ 1.3％） 

１５ 

（+50.7％） 

３９ 

（+18.6％） 

２ 

企画競争・公

募 

（ 81.1％） 

３,３８０ 

（ 95.5％） 

１,１００ 

（ 77.5％） 

３,２２０ 

（ 97.3％） 

１,１３５ 

（ ▲4.7％） 

▲１６０ 

（ +3.2％） 

３５ 

競争性のある

契約（小計） 

（ 82.9％） 

３,４５７ 

（ 96.6％） 

１,１１３ 

（ 80.3％） 

３,３３６ 

（ 98.6％） 

１,１５１ 

（ ▲3.5％） 

▲１２１ 

（ +3.4％） 

３８ 

競争性のない

随意契約 

（ 17.2％） 

７１８ 

（ 3.4％） 

３９ 

（ 19.7％） 

８１８ 

（ 1.4％） 

１６ 

（+ 13.9％） 

１００ 

（▲58.8％） 

▲２３ 

合 計 
（ 100％） 

４,１７５ 

（ 100％） 

１,１５２ 

（100％） 

４,１５４ 

（100％） 

１,１６７ 

（ ▲0.5％） 

▲２１ 

（ +1.3％） 

１４ 
（注 1） 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。 

（注 2） 比較増△減の（ ）書きは、平成 28 年度の対 27 年度伸率である。 

（注 3）平成 28 年度補正予算に関しては、経年比較のために除外してある。 

 

(2)  国立研究開発法人日本医療研究開発機構における平成 28 年度の一者応札・応募の状

況は、表２のとおりで、契約件数は 45 件（1.4％）、契約金額は 6 億円（0.6％）である。 

表２ 平成 28 年度の国立研究開発法人日本医療研究開発機構の一者応札・応募状況 （単位：件、億円）       

 平成 27 年度 平成 28 年度 比較増△減 

２者以上 

件数 
    （ 99.0％） 

３,４２３ 

（  98.7％） 

３,２９１ 

（▲3.9％） 

▲１３２ 

金額 
（ 99.3％） 

１,１０５ 

（  99.5％） 

１,１４４ 

（ +3.5％） 

３９ 

１者以下 

件数 
（ 1.0％） 

３４ 

（  1.4％） 

４５ 

（+32.4％） 

１１ 

金額 
（ 0.7％） 

８ 

（  0.6％） 

６ 

（▲16.5％） 

▲１ 

合 計 

件数 
（ 100％） 

３,４５７ 

（100％） 

３,３３６ 

（ ▲3.5％） 

▲１２１ 

金額 
（ 100％） 

１,１１３ 

（100％） 

１,１５０ 

（ ▲3.4％） 

▲３８ 
（注 1） 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。 

（注 2） 合計欄は、競争契約（一般競争、指名競争、企画競争、公募）を行った計数である。 

（注 3） 比較増△減の（ ）書きは、平成 28 年度の対 27 年度伸率である。 

 

２．重点的に取り組む分野（【 】は評価指標） 

総合的な検討を行った結果、以下の事項について、それぞれの状況に即した調達の改

善及び事務処理の効率化に努める。 



（１）事務・事業の特性を踏まえた適正な随意契約の実施 

 相手先が限定されるような特殊で専門的な機器や役務調達及び業務の委託にお

いては、事業の特性を踏まえた適正な随意契約を実施する。【当該取り組みの実施結

果】 

（２）効果的な規模の単価契約・一括調達の実施 

主に、市場在庫流通物件の調達については、スケールメリットと事務の簡素化に

つながる事案を中心に単価契約・一括調達の実施を検討する。他方、翻訳等の特定

の労働集約型の調達対象においては、フェアトレードを前提とした中小企業配慮に

留意する。【当該取り組みの実施結果、単価契約の件数】 

（３）入札関係書類の専用のＷｅｂサイトによるリリース内容充実化の推進 

 ホームページによる入札公告の公示、仕様書、入札説明書の頒布を行うことによ

り、多くの方に情報が行き渡るように配慮を行ってきたが、今後は入札関係書類の

専用Ｗｅｂサイトからリリースすることにより内容の充実化を推進するとともに、

関連情報のメルマガ発行を通じて、応札者の情報アクセス等の利便性やタイムリー

な喚起に寄与する。【当該取り組みの実施結果、入札公示案件数に対する入札説明

資料のダウンロード者数】 

（４）情報収集とフィードバックの実施 

 入札辞退書により応札を辞退した事業者に対し、その理由を確認するためのアン

ケート調査を行うとともに、辞退理由を要求担当者に共有フィードバックすること

により出来る改善を行い、複数者応札へしっかり取り組む。【当該取り組みの実施

結果、入札辞退数に対する情報共有フィードバック数】 

 

３．調達に関するガバナンスの徹底（【 】は評価指標） 

（１）随意契約に関する内部統制の確立 

 新たに随意契約を締結することとなる案件については、契約審査委員会規則に則

り、事前に法人内に設置された契約審査委員会（委員長は理事）に報告し、会計規

程における「随意契約によることができる事由」との整合性や、より競争性のある

調達手続の実施の可否の観点から点検を受けることとする。 

ただし、特別の事情があり、委員長が認める場合に限り、委員会は、書面又はメ

ールにより開催することとする。【契約審査委員会による点検件数等】 

（２）不祥事の発生の未然防止・再発防止のための取組 

    機構全体へ、経理事務処理に関する研修会を行うと共に、マニュアル、早見表 

等のメンテナンスを行う。 

     また、推進体制にある調達等合理化検討会の統括責任者及び副統括責任者が指 

定するメンバーによる、調達内容の多面的な審査を行うことにより、国立研究開 

発法人日本医療研究開発機構がその事業の遂行のために資する適正な調達である

か、個別のチェックを行う。  

また、必要に応じて要求者に直接説明を求める等の吟味を行うとともに、監事回

付の調達伺い案件は、要求時回付だけでなく、後日、契約書の回付も併せて行うも

のとする。【当該取り組みの実施結果】 

     

４．自己評価の実施 

   調達等合理化計画の自己評価については、各事業年度に係る業務の実績等に関する評価

の一環として、年度終了後に実施し、自己評価結果を主務大臣に報告し、主務大臣の評価を

受ける。主務大臣による評価結果を踏まえ、その後の調達等合理化計画の改定・策定等に反

映させるものとする。 

 

５．推進体制 

（１） 推進体制 

     本計画に定める各事項を着実に実施するため、理事を総括責任者とする調達等合理化

検討会により調達等合理化に取り組むものとする。 

      総括責任者    理事 

      総括責任者代理 執行役（管理・支援） 



      副総括責任者   経理部長 

      メンバー       経営企画部長、総務部長、研究公正・法務部長、知的財産部長、 

戦略推進部長、産学連携部長、国際事業部長、基盤研究事業部

長、臨床研究・治験基盤事業部長、創薬支援戦略部長、革新基盤創

成事業部長 

 

  （２） 契約監視委員会の活用 

     監事及び外部有識者によって構成する契約監視委員会は、当計画の策定及び自己評

価の際の点検を行うとともに、これに関連して、新規の随意契約等に該当する個々の契約

案件の事後点検を行い、その審議概要を公表する。 

 

６．その他 

   調達等合理化計画及び自己評価結果等については、国立研究開発法人日本医療研究開

発機構のホームページにて公表するものとする。 

   なお、計画の進捗状況を踏まえ、新たな取組の追加等があった場合には、調達等合理化計

画の改定を行うものとする。 

 

以    上 


